
（別紙３）

～ 7年　3月　24日

（対象者数） 34家庭（38名） （回答者数）
25家庭

～ 7年　3月　18日

（対象者数） 4名 （回答者数）
4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
困り感を抱える保護者や子ども達のニーズに応えられるよう

対応をしていく。

2
保護者とともに参加できるプログラムの設定をしていきた

い。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現状、できることは行っている部分ではあるが直接会話の中

で行っていることをお伝えする機会を作るなどが行える点で

ある。

2

現在も行う、出勤時に確認できるファイルに目を通すことを

忘れずに継続をしていくこと。

⇒各々が自分の動きや当日の流れを確認できる意識が高まる

事で短時間の確認で済む

3

○事業所名 放課後等デイサービスゆうひ

○保護者評価実施期間
7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

7年　3月　18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
7年　3月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

対外向けに行っている事業を保護者の方に認識してもらえてい

ない。

公式LINE等の活用で情報発信は行っているものの、「分から

ない・どちらともいえない」に数名の方がチェックを入れてい

る。

長期休み時の打ち合わせ不足。
児童の通所が早い事や時間勤務のスタッフが居ることで共有す

る時間を十分に取れない

事業所が楽しい・満足していると答えて頂けている。
家庭に応じたニーズに応えられるよう努力をしている結果が出

ているのではと考えている。

活動の充実性。

毎日にプログラムに対して子ども達の飽きが無いように活動内

容の工夫と休み日の外出活動を実施していることで家庭の負担

と家庭のニーズに答えている

事業所における自己評価総括表公表


